
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

   
 

学 校 名 関市立板取中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月１５日（水）～１２月１０日（水） 

実 施 概 要 

＜１０月１５日（水）＞ あいさつ運動 
・板取地区青少年健全育成協議会事業のあいさつ運動に合わせて生徒
会でもあいさつ運動に取り組んだ。  

＜１０月１９日（日）＞ 板取ふれあい文化祭 
・地域の文化祭に生徒全員が参加し、全校合唱を発表した。また、全員の
美術作品の展示も実施した。 

＜１１月１日（土）＞ 板取中学校文化祭  
・この日を学校開放日とし、地域の方を招いて劇や合唱などの発表を
行った。 

＜１１月１６日（日）＞ 板取小中学校ＰＴＡ資源回収  
・親子で地域の各家庭をまわり、資源回収を行った。  
＜１２月１０日（水）＞ 学校公開日 
・高齢者に来ていただき、交流活動を実施する。 
・保護者や地域の皆さんに学校を公開し、授業を見ていただいた。 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
  ■地域行事等参加 ■その他 

来 校 者 数 
保 護 者     ２０   人 

計       ６０        人 
地域関係者     ４０   人 

実 施 状 況 

【板取中学校文化祭】  
 １１月１日（土）を学校開放日として位置付け、「学級の凝集力を高
める」「表現力を養う」ことをねらいとして以下のように文化祭を行っ
た。テーマを次のように設定した。  
「響き ～心に響かせ感動させる～」 
１年生：劇「まねし小僧」 
２年生：劇「探偵家達写楽」 
３年生：劇「卒業」 
全校合唱「地球の鼓動」「大地の歌」 
学級の凝集度を高めるとともに、劇発表を通して表現力を付けるこ

とができた。 
【資源回収】 
 小中学生、保護者、おじいさん・おばあさんの三世代で活動できた。 

成果及び課題 

【保護者や地域の方の意見】  
＊ 話の展開がおもしろくて、次はどうなるのだろうとどんどん気になっ
て、最後まで目が離せませんでした。わかりやすい内容で、年齢にあっ
たとてもいい題材でした。 

＊ すごく大きな声が出ていたし、元気もよくできていたと思います。ス
トーリーもわかりやすく、楽しかったです。 

＊ 難しい歌なのに、しっかりまとまっていて良かったです。来年が最後
かもしれないと思うと淋しい限りです。 

○ 文化祭を通して、保護者や地域の方々に、本校がめざす教育の方
向と一人一人が着実に力を付けていることを理解していただけたこ
とが成果である。１２月には、評価の一環として、保護者向けのア
ンケートを実施し、より地域に根ざした「開かれた学校づくり」を
進めていきたい。 

● 文化祭の取組のための時間が多くかかる。より効率の良さを求め
ていきたい。 

 


